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Aich i
Qua l i t y

総　会　AM11:00～
懇親会　正午12:00～〈懇親会会費6,000円〉

ゴルフコンペ開催案内
定期総会・懇親会開催のご案内
開催日　平成29年6月18日（日）
会　場　市民プラザ（豊川プリオⅡ 4F）

多くの同窓生の皆様の出席をお待ちしています

平成29年度

平成２９年１１月７日（火曜日）　AM  ９：００～
（アウトスタート６組 ⇔ インスタート６組）予定
東海カントリークラブ　豊川市平尾町糠川 11-31
乗用カート、セルフ、スループレー 
¥10,910（キャディ付きは¥3,090アップ）
参加希望は同窓会事務局に連絡下さい。
（参加実績者には案内します）※多くの賞品提供をお願い致します。

日　　時／

場　　所／
プレー代／

募　　集／

順位 氏 名 回生 G 順位 氏 名 回生 G

加 藤 郁 夫
安 形 弘 和
圡 島 秀 樹
井 川 清 司
谷 下 沢 豊 文
鈴 木 　 浩
山 崎 康 夫
大 石 富 廣
大 野 昌 之
竹 本 岩 雄
森 本 旦 生
近 田 好 市
辻 田 修 一
根 木 明 彦
夏 目 憲 一
大 澤 久 義

夏 目 雅 康
森 田 和 徳
滝 下 　 勲
佐 野 義 弘
林 　 博 宣
菅 沼 　 猛
吉 川 弘 次
山 本 正 由
石 原 政 明
木 村 全 宏
纐 纈 義 憲
近 藤 康 博
柴 田 浩 志
木 村 直 滋
山 本 卓 志

優勝
準優勝
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位
11位
12位
13位
14位
15位
16位

17位
18位
19位
20位
21位
22位
23位
24位
25位
26位
27位
28位
29位
30位
31位

16M
10M
17E
6M
18E
26M
13M
19M
28M
19M
4E
17M
16M
15M
4E
24M

16M
19M
19M
15M
27E
17M
22Ｆ
16E
20M
14M
15M
28M
21M
16M
17M

84
95
94
98
98
100
87
92
85
94
106
86
91
106
97
89

94
100
110
90
96
113
100
93
103
86
110
104
106
97
107

　

同
窓
会
の
皆
様
方
に

は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教

育
活
動
に
対
し
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
助
力
を
い
た

だ
き
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
て
、
私
が
校

長
と
し
て
赴
任
い
た
し
ま

し
て
か
ら
、
ま
も
な
く
二

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
一
年
目
は
、
ま
ず

は
先
生
方
を
知
ろ
う
と
一

日
一
人
の
面
接
を
進
め
、

半
年
以
上
か
け
て
全
員
の

先
生
方
と
じ
っ
く
り
話
を

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
本

校
が
今
の
姿
に
至
る
経
緯

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
本

校
は
、
安
定
し
た
生
徒
確

保
と
入
学
後
の
柔
軟
な
学

科
選
択
を
目
的
と
し
て
、

平
成
二
十
一
年
度
に
「
一

括
募
集
」
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
平
成
二
十
二
年
度

に
は
、
入
学
後
す
ぐ
に
豊

川
工
業
生
の
何
た
る
か
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
を
目
指
し
て
「
新
入

生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

合
宿
」
を
開
始
し
、
さ
ら

に
、
平
成
二
十
四
年
度
に

は
、
入
学
後
の
落
ち
着
い

た
日
々
を
支
え
、
S
N
S

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止

す
る
た
め
に
「
携
帯
電
話

等
預
か
り
指
導
」
を
は
じ

め
ま
し
た
。
ま
た
、
駅
伝

（
陸
上
競
技
部
）
を
中
心

と
す
る
部
活
動
で
「
当
た

り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前

に
で
き
る
生
徒
」
の
育
成

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
部
は
、
監
督

交
代
に
よ
る
部
員
数
減
少

に
苦
し
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
県
大
会
で
六

位
、
東
海
大
会
出
場
と
県

立
高
校
№
１
の
伝
統
を
引

き
継
い
で
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
は
尾
張
一
宮
で

行
わ
れ
た
第
九
回
愛
知
県

工
業
高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト
競

技
大
会
で
は
初
優
勝
し
、

工
業
高
校
と
し
て
の
実
力

に
も
拍
車
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
本
校
は

「
も
の
づ
く
り
」
の
技
術

を
磨
く
と
と
も
に
、
立
ち

止
ま
っ
て
挨
拶
が
で
き
、

全
力
で
部
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
明
る
く

活
発
な
学
校
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
求
人
も
多

く
、
本
年
度
は
一
人
が
六

社
の
中
か
ら
就
職
先
を
選

択
で
き
る
状
況
で
し
た
。

内
定
状
況
も
好
調
で
す
。

地
元
へ
の
貢
献
を
第
一

に
、
大
き
な
企
業
へ
の
就

職
も
実
現
す
る
充
実
し
た

進
路
指
導
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
は
、
外
国

人
生
徒
等
入
学
者
選
抜
が

始
ま
っ
て
お
り
、
今
年

（
平
成
二
十
九
年
度
の
入

学
者
選
抜
）
か
ら
は
新
し

い
入
試
制
度
に
基
づ
く
選

抜
も
始
ま
り
ま
す
。
豊
川

工
業
高
校
に
と
っ
て
ま
た

新
た
な
時
代
の
は
じ
ま
り

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
も
の
づ

く
り
」
の
精
神
に
裏
打
ち

さ
れ
た
確
固
た
る
教
育
姿

勢
を
堅
持
し
つ
つ
、
新
た

な
時
代
に
向
か
っ
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

事業報告事業報告事業報告

平成28年5月31日

6月14日

6月19日

8月20日

10月27日

11月11日

12月12日

平成29年1月20日

2月10日

2月28日

同窓会役員会

同窓会役員会

総  会

第2回東三河地区高校OB対抗戦

同窓会役員会

ゴルフコンペ

同窓会役員会

同窓会役員懇親会

同窓会役員会

同窓会入会式

豊川市勤労福祉会館

豊川市民プラザ

豊川市民プラザ

平尾カントリークラブ

豊川市勤労福祉会館

平尾カントリークラブ

豊川市勤労福祉会館

旭寿司

豊川市勤労福祉会館

母校体育館

17名

16名

４２名

8名

17名

32名

18名

16名

17名

237名

日　　付 内　　　容 場　　所 人　数
　平成28年6月19日（日）に「豊川市民プラザ」にて
開催されました。
同窓会　物故者会員に対し黙祷を捧げ、哀悼の意を表しました。 
総会は同窓会会長・名誉会長（校長先生）のご挨拶から始まり、平
成27年度の活動報告・28年度の活動計画を報告させて頂き、出席者
の皆様よりご賛同・ご承認を頂戴し、新たな年度へのスタートを切
ることが出来ました。改めてお礼申し上げます。 
今期も後輩への部活を中心とした、活動支援・会員間の情報交換を
含めた交流などに力を入れて同
窓会活動を運営して参る所存で
す。交流の一環でも有ります、
還暦会員へのご案内も、今回は
24回生が対象となり十数名の参
加を頂きました。
今後も同窓会活動に対し、皆様
のご理解・ご支援をお願い致し
ます。

第16回

校
長  

水

野

智

久

豊
川
工
業
高
校

　
　

こ
の
春
、
新
時
代

　平成28年度の
豊川工業同窓会
ゴ ル フ コ ン ペ

を、11月11日（金曜日）に平尾カントリークラブの、東コースと西コ
ースの18ホールで行いました。年々参加者が減ってきて、今回は8組
31名になってしまいました。次回には同窓生の知り合いを誘って、も
っと多くの方で盛り上がればと思っています。
朝方は気温12度曇りでしたが、日中は18度快晴になりました。午後少
し風が出てきましたが秋のゴルフ日和を存分に楽しみました。全組が
乗用カート、キャディー付きでちょ
っぴり贅沢な気分でした。表彰式で
は母校の市川工教頭先生から、学校
の近況報告等のお話をしていただき
ました。新ぺリアの成績は、ベスト
グロスの84で回った加藤郁夫さんが
ハンディにも恵まれネット73.2で優
勝しました。

総会報告総会報告総会報告

　

早
春
の
候
、
同
窓
会
会

員
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
は
同
窓

会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
こ
の
ご
挨

拶
の
書
き
出
し
は
、
社
会

の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
早

く
な
っ
て
い
て
驚
い
て
い

る
と
言
う
話
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
今
年

は
こ
れ
ま
で
以
上
の
大
き

な
変
化
の
始
ま
り
を
感
じ

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が
誕
生
し
、

今
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
を
ぶ

っ
壊
す
勢
い
で
す
。
日
本

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
を
良
き
機
会
と

捉
え
て
、
日
本
の
強
み
を

積
極
的
に
発
信
し
て
世
界

に
良
い
方
向
を
示
す
こ
と

が
出
来
る
国
に
な
っ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

　

日
本
の
強
み
の
一
つ
は

工
業
力
だ
と
思
い
ま
す
。

第
一
次
産
業
革
命
の
蒸
気

に
よ
る
機
械
化
、
第
二
次

の
電
気
を
使
っ
た
大
量
生

産
、
第
三
次
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
使
っ
た
自
動
化
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
A
I
な

ど
の
発
達
に
よ
る
自
律
化

の
第
四
次
産
業
革
命
が
興

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
母

校
も
時
代
の
要
請
に
応
え

ら
れ
る
人
材
の
育
成
に
邁

進
し
て
い
る
こ
と
に
大
き

な
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
後
輩
た
ち
の
活

躍
を
少
し
紹
介
さ
せ
て
頂

き
ま
す
と
吹
奏
楽
部
が
愛

知
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

東
三
河
大
会
で
金
賞
を
受

賞
し
、
同
愛
知
県
大
会
で

激
励
賞
受
賞
。
愛
知
県
工

業
高
等
学
校
総
合
競
技
大

会
の
旋
盤
競
技
で
優
勝
し

東
海
大
会
に
て
準
優
勝
な

ど
各
方
面
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
卒
業
生
も
今
年
の

箱
根
駅
伝
に
六
名
の
陸
上

部
O
B
が
出
場
し
、
中
で

も
青
山
学
院
の
三
連
覇
に

貢
献
し
た
安
藤
悠
哉
選
手

の
活
躍
は
皆
さ
ん
ご
存
知

の
通
り
で
大
変
誇
ら
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
駅
伝
に
関
し
て
は
残

念
な
お
知
ら
せ
も
有
り
ま

す
。
駅
伝
を
応
援
す
る
会

が
会
の
規
約
に
よ
り
一
旦

解
散
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
同
窓
会

が
中
心
に
な
っ
て
、
再
起

を
か
け
た
活
動
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
駅
伝
に

限
ら
ず
後
輩
た
ち
の
活
動

を
適
切
に
応
援
し
て
い
け

る
同
窓
会
で
有
り
た
い
と

願
い
、
益
々
の
皆
様
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

会
長
挨
拶

機
械
科
二
十一回
生

 

柴
田
浩

志

同窓会長の柴田浩志（左）から
優勝カップを受け取る加藤郁夫（右）さん

を 11月11日（金曜日）に平尾カ トリ クラブ

ゴルフコンペ開催とご報告とご報告ゴルフコンペ開催とご報告
　購買ではパン、唐揚げ、飲み物、文具等の販売をしています。特に唐
揚げは一時間目の放課から争奪戦になり生徒達に大人気の商品です。
これからも生徒の皆さんに喜んでいただける購買を目指していきたい
と思いますので今回もご支援をよろしくお願いします

同 窓 会 報 平成29年3月1日　第37号（1） 同 窓 会 報平成29年3月1日　第37号 （4）

愛知県立豊川工業高等学校
同窓会発行

責任者　柴田　浩志
豊川市新道町1-3

TEL.0533-85-4425

印 刷 所
豊川印刷株式会社

Eメール  ob-toyokawa.kk@wonder.ocn.ne.jp

ゴゴゴゴゴルフゴルフゴゴルフ
第15回



〒442-0069 豊川市諏訪西町2丁目187
TEL〈0533〉85-2138 FAX〈0533〉84-3243

http://www.door-techno.co.jp  E-mail:info@door-techno.co.jp

社長  権田知三〈19M〉   会長  山本 丑之助〈6M〉　

この道35年各種ドアの設計・製造
【製造品】 スチールドアー・ステンレスドアー・防火ドアー・防音ドアー・
　　　　 特殊ドアー・幕板・看板・ステンレス手すり・建築用金物

技術を受け継いで下さる後輩を募集中です!!株式
会社

細井設計
豊川市蔵子7-7-8
　0533-84-5749

一般派遣23-300700

輸送機器、鉄道車両・輸送車両・環境機器装置・産業廃棄物装置・自動搬送装置設計・
産業機械設計・築炉・景観土木設計・プラント事業

代表取締役  細井　勉（23M）

http://www.h-sekkei.co.jp

未来を創る総合エンジニアリング

株式
会社

柴田製作所

金属プレス加工・機械部品製作
試作部品製作・金型設計・製作

代表取締役  柴  田  浩  志〈21M〉
〒442-0836 豊川市堺町2丁目63番地
TEL〈0533〉86-8703　FAX〈0533〉89-9358
E-mail PBB01125@nifty.ne.jp

車のトラブル年中無休・24時間出動

有限会社
ロードサービス豊橋

豊橋本店  TEL（0532）54-9299
〒440-0086  愛知県豊橋市下地町宮前29番地1
FAX（0532）54-9266
E-mail:a.ohba@sweet.ocn.ne.jp

代表取締役　大場　篤（36M）

　

二
〇
一
五
年
の
春
、
十
一
年
ぶ
り
に
母

校
で
あ
る
豊
川
工
業
高
校
に
戻
っ
て
き
て

働
き
始
め
、
早
二
年
が
経
と
う
し
て
い
ま

す
。

　

私
自
身
の
高
校
時
代
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
「
高
校
時
代
三
年
間
の
思
い
出
は
な

ん
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
ら
、
「
部
活

動
で
す
。
」
と
即
答
で
き
る
ぐ
ら
い
部
活

だ
け
の
た
め
に
学
校
生
活
を
し
て
い
ま
し

た
。
一
年
三
六
五
日
中
、
一
月
一
日
を
除

く
三
六
四
日
は
休
み
な
く
部
活
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
は
、
「
休
み
欲
し
い
」
、

「
あ
の
先
生
ふ
ざ
け
ん
な
よ
」
と
思
う
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。

　

現
在
、
あ
の
頃
の
先
生
と
同
じ
立
場
と

な
り
陸
上
競
技
部
の
顧
問
を
や
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
感
じ
る
こ
と
は
、
土
日
を
休

み
な
く
や
る
こ
と
の
大
変
さ
や
、
ど
ん
な

体
調
で
あ
ろ
う
が
部
活
に
行
く
大
変
さ
な

ど
を
感
じ
て
い
ま
す
。
改
め
て
あ
の
頃
の

先
生
の
凄
さ
や
、
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
豊
川
工
業
高
校
陸
上
競
技
部
は
、

３
年
間
全
国
の
舞
台
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
お

り
、
多
く
の
O
B
の
方
々
の
期
待
に
添
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
も

う
一
度
あ
の
舞
台
に
戻
れ
る

よ
う
日
々
努
力
を
重
ね

て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
陸
上
競
技

部
の
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。

思い出に残る 旅 ご提案します
 個人旅行  国内旅行

団体旅行  海外旅行

TEL.0533-84-7115
本社営業所　豊鉄本野町バス停前

営業時間10時～18時（日・祝休み）

グループ旅行
団体旅行

御見積り無料!!

姫街道

クック●
マート

豊川高校●

●セブンイレブン

●市役所

●ジップドラッグシーズ

●桜木小

豊川稲荷
　　　●

地域文化広場

陸上自衛隊
豊川駐屯地

豊川豊川
稲荷
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卒
業
し
て
半
世
紀
近
く
に
な
り
ま
す

が
、
今
高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
こ
の
三
年
間
が
今
ま
で
の
人
生
の

中
で
最
も
楽
し
か
っ
た
時
期
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
中
学
の
と
き
実
家
の
寺

を
継
ぐ
の
が
い
や
で
周
り
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
豊
川
工
業
を
受
験
し
、
誰
も

居
な
く
な
っ
た
校
庭
で
合
格
発
表
を
一

人
寂
し
く
見
た
事
を
今
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。
寺
の
跡
継
ぎ
と
い
う
重

荷
が
無
く
な
っ
た
こ
と
、
夢
で
あ
っ
た

エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
れ
そ
う
な
気
が
し
た

こ
と
で
、
何
の
責
任
も
感
ず
る
こ
と
な

く
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
い
い
思
い
出
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
年
生
の
夏

過
ぎ
愈
々
進
路
を
決
め
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
り
担
任
の
伊
藤
先
生
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
工
業
大
学
へ
行
く
よ
り
駒
澤

大
学
へ
行
く
よ
う
い
わ
れ
ま
し
た
。

（
先
生
の
奥
様
は
私
の
父
が
懇
意
に
し

て
い
る
寺
の
娘
）
父
に
は
自
分
で
工
業

高
校
へ
行
っ
た
の
だ
か
ら
、
自
分
で
決

め
た
事
を
貫
け
と
言
わ
れ
る
し
、
三
年

間
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
付
け
が
一
気

に
回
っ
て
き
た
よ
う
で
、
結
局
自
分
の

出
し
た
答
え
は
就
職
で
し
た
。
ヤ
マ
ハ

発
動
機
の
子
会
社
の
三
信
工
業
と
い
う

ヤ
マ
ハ
船
外
機
を
製
造
す
る
会
社
の
技

術
課
へ
就
職
し
、
一
年
目
は
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
年
目
に
な
り

後
輩
と
し
て
入
社
し
て
き
た
の
は
全
員

大
卒
の
年
上
ば
か
り
、
だ
ん
だ
ん
責
任

が
重
く
の
し
か
か
る
よ
う
に
な
り
、
私

の
悪
い
癖
で
何
と
か
楽
な
ほ
う
へ
逃
げ

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
出
て
し
ま
い
。

大
学
へ
行
き
た
い
と
い
う
思
い
を
課
長

に
相
談
し
、
皆
さ
ん
の
有
難
い
説
得
に

も
応
じ
ず
二
年
で
退
社
し
、
結
局
駒
澤

大
学
に
入
り
卒
業
後
永
平
寺
、
妙
厳
寺

等
、
五
年
間
の
修
行
を
終
え
三
十
歳
で

今
の
寺
に
住
職
と
な
り
ま
し
た
。
回
り

道
を
し
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
私
に

と
っ
て
は
大
切
な
回
り
道
で
し
た
。
今

わ
が
後
輩
に
伝
え
た
い
事
は
、
何
で
も

い
い
か
ら
一
つ
事
、
好
き
な
事
を
や
り

き
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
英
会
話
は
必
要
で
す
会
社
で
毎
週

外
人
講
師
が
来
て
英
会
話
の
勉
強
会
が

あ
り
、
高
卒
の
私
と
浜
工
の
二
人
は
と

て
も
苦
労
し
た
事
を
は
っ
き
り
覚
え
て

い
ま
す
。
最
後
に
豊
川
工
業
高
校
が

益
々
よ
き
高
校
に
な
る
よ
う
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　

当
社
は
減
速
機
、
モ
ー
タ
、
駆
動
制
御
装
置
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
修
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

モ
ー
タ
、減
速
機
は
製
造
業
を
は
じ
め
、浄
水

場
、電
力
施
設
、ご
み
処
理
場
、ス
キ
ー
場
、立
体

駐
車
場
、遊
園
地
な
ど
様
々
な
施
設
で
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
壊
れ
て
し
ま
っ
た
装
置
の
修
理
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
設
備
の
突
発
的
な
故
障
を
防
ぐ

た
め
に
保
守
点
検
、
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い

お
客
様
の
設
備
の
稼
働
効
率
向
上
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

当
社
の
考
え
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
部
品
を
交
換
す

る
だ
け
の
チ
ェ
ン
ジ
ニ
ア
（
交
換
屋
）
で
は
な

く
、
同
じ
故
障
が
何
度
も
繰
返
し
て
発
生
し
な
い

よ
う
に
原
因
追
求
を
徹
底
し
、
故
障
部
品
の
解

析
、
再
発
防
止
に
な
る
様
日
々
務
め
、
真
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
マ
ン
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
礼
や
カ
イ
ゼ
ン
、
５
S
、
危
険
予
知

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
活
動
な
ど
も
積
極
的
に
実
施
し
、

自
社
に
誇
り
を
持
ち
、
自
己
成
長
に
も
つ
な
が
る

よ
う
な
会
社
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

様
々
な
お
客
様
か
ら
仕
事
を
い
た
だ
け
る
事
に

感
謝
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
完
了
の
際
や
、
不
具
合

な
く
長
期
間
装
置
が
稼
働
し

た
時
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
様
か

ら
直
接
感
謝
の
言
葉
を
い
た

だ
く
こ
と
が
、
こ
の
仕
事
の

一
番
の
や
り
が
い
で
す
。

　

今
後
も
よ
り
高
い
技
術
を

追
求
し
日
々
向
上
に
つ
な
が

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

母校母校の部活動状況＆活躍部活動状況＆活躍母校の部活動状況＆活躍
後輩達は
頑張って
ます

　生徒数は3年生17名が勇退し、現在2年生25（1）名、1年生28（1）名で合計53名。朝、
授業後、土曜、日曜、体育館を他部と調整し練習。中学時には、無かった種の部活。各自の持
ち味を生かし、技術を磨く。体格や身体能力によらず、地味ではあるが、基本練習の積み重
ねをする。潜在能力が、溢れるように引出てくる。面白くなり、上手くなってくる。サービス、
スマッシュ、ネット前、シングル、ダブルスなど、各自が強化テーマを決めて取組んでいます。
本年、県大会にも出場が出来ました。これから常連校となるよう努力をしていきます。
今後とも、同窓会ならびに皆様方の応援、ご協力をよろしくお願いいたします。

　バレーボール部は11月の県大会で3年生が引退し、現在は選手18名、
マネージャー3名の総勢21名で活動をしています。以前のチームでは「東
三河優勝」「県ベスト16」という結果を残すことができました。新チー
ムとなり、先輩の残した結果を超えるために毎日遅くまで練習に励んでい
ます。また、平日・休日関わらず、OBの方々が練習に参加してくださ
り、選手たちに熱心に指導をしてくれています。このような恵まれた環境
下で活動ができているのも、OBの方々を初め、同窓会の皆様の支えが
あってこそのものです。今後も支えてくださる皆様への感謝の気持ちを忘
れずに、良い結果を残すため、チーム一丸となって活動して参りますの
で、応援よろしくお願いします。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　剣道部は部員数が15名と、こぢんまりとした部ですが少数精鋭で稽古に励んでいます。
全日本剣道連盟の「剣道の訓」では剣道の目的は「人間形成への道」とあります。我々も身体
の鍛錬だけでなく、これから社会へ出て行く人間として「心と体」の修養の場と捉えて活動し
ています。
また、今年度もシード権を維持することができ、今まで少しずつ努力してきたものが実り20数
年ぶりの男子団体県大会出場を果たすことができ、県大会でもベスト16に入り良い結果を残す
ことができました。個人の部でも県大会出場をする事ができ、来年度はさらに上位を目指すた
めに部員一同がより一層精進を重ねていきたいと思います。
今後とも同窓会ならびに皆様方の応援と御協力をよろしくお願いいたします。

剣
道
部

剣
道
部

剣
道
部

バ
レ
ー
部

バ
レ
ー
部

バ
レ
ー
部

　本年度は、3年生12名、2年生18名、1年生15名の総勢45名で活動を
しています。内、4名が女子マネージャーで、選手たちのサポートに尽力
してくれています。
今年度の全国高等学校選手権愛知大会（夏の甲子園予選）では、ベスト
16入りを果たすことができました。その際には多くのOBの方々から熱
い応援を頂き大変感謝しております。また、秋季東三河地区予選では、8
位の成績で、惜しくも県大会出場は逃しましたが、全三河大会に出場
し、力のあるチームとの対戦を通じて、経験を積むことができました。
来年度も皆様に感動をお届けすることができるよう精進していきます。
熱い応援をよろしくお願いいたします。

硬
式
野
球
部

硬
式
野
球
部

硬
式
野
球
部

OB企業
卒業生
紹介

豊川工業高校
実習教員

井村光孝〈54F〉

豊川閣妙厳寺　役寮
金清寺　住職　宇井　昌弘〈23M〉

株式会社 夏目電業所
常務取締役　夏目　修〈42M〉

コマ大戦に出場して　
F32　木原 疾風

　私達は、課題研究の授業で、コマ大戦に
出場しました。コマ大戦とは、自作のコマ
を持ちより、土俵上で1対1で戦わせ最後まで回っていた方が勝ちという
ルールで行われます。私達の課題研究班では、メンバー8名を3チームに分
け、大会で勝つにはどのようなコマを作製すればよいのか議論し、互いに
切磋琢磨しながら、満足のいくまでコマを製作しました。大会では2チーム
が出場し、私達のチームは大会準優勝、もう一つのチームは予選リーグ2位
という結果となりました。私達のチームが準優勝できたのはただ単にコマ
が優れていただけではなく、メンバー8人と担当して下さった松下先生のご
協力で得られた賜物だと思っています。今回、素晴らしい経験ができた事
に感謝し、社会人となってもこの経験を活かしていきたいと思います。

ものづくりコンテストに
出場して思う

F32　稲垣 大旗
　私は、高校2年生の夏からものづくりコ
ンテストの練習を始めました。大会の課題
は実習で行う課題よりも複雑で、満足のい
く製品を完成させられるようになるまで、多くの月日がかかりました。練習は
毎日新しい事の発見で、試行錯誤をし、改善していく事が楽しかったです。
練習を通して、機械加工の楽しさ、奥深さを改めて感じる事ができました。
東海大会では、準優勝に終わり悔しさの残る結果になりましたが、自分一人
の力では準優勝にすら届かなかったと思います。松下先生を始め、たくさん
の先生方の助けがあったから、友人や家族の支えがあったから、多くの人の
応援があったから、東海大会準優勝という結果を残せたのだと思い、とても
感謝しています。応援ありがとうございました。

同 窓 会 報平成29年3月1日　第37号 （2）同 窓 会 報 平成29年3月1日　第37号（3）


